献辞 by 玉井 俊紀
xi
献　辞
塩見治人（シオミ・ハルヒト）教授は、平成26（2014）年3月31日をもって名古
屋外国語大学を定年退職されることになりました。
同教授は、昭和48（1973）年3月、京都大学大学院経済学研究科博士課程（理論・
経営史専攻）において単位取得され、同年4月、名古屋市立大学経済学部専任講師
として教鞭をとられることとなりました。昭和51（1976）年4月、同大学助教授、
昭和55（1980）年3月、経済学博士（京都大学　論経博第47号）を取得され、昭和
61（1986）年4月、同大学教授となられました。平成5（1993）年4月から2年間、
名古屋市立大学図書館長、平成10（1998）年4月、同大学経済学部長・大学院経済
学研究科長を歴任されました。平成15（2003）年4月、同大学学生部長を務められ
ました。平成18（2006）年3月、同大学を退職され、これまでの同大学における研究・
教育・行政の実績を背景に、教授は名誉教授の称号（第151号）を受けられました。
平成18（2006）年4月、教授は本学現代国際学部国際ビジネス学科教授に着任され、
本学大学院国際コミュニケーション研究科国際ビジネスコース担当教授に併任さ
れ、学生の研究・教育指導にあたられています。平成21（2009）年4月から3年間、
中西学園中央図書館副館長、平成24（2012）年4月から同館長としての重責を果た
されています。亀山郁夫学長の就任に伴って開催された、中央図書館での亀山郁
夫全著作展「至福と共苦の旅」の企画にその豊かな学識を注がれ、来場者に深い
感銘を与えることになった出来事は記憶に新しいところです。また、教授は同時
期に大学評議会委員、学部運営委員会委員、加えてキャリア教育開発委員会委員
として、大学および学部の管理運営にあたっておられます。キャリア教育の重要
性が問われる昨今の大学にあって、インターンシップや工場見学の受入れ先企業
開拓等においても重要な役割を担っておられます。
学会活動等において、昭和60（1985）年1月、経営史学会評議委員、平成元（1989）
年1月、経営史学会理事、平成10（1998）年1月、経営史学会常任理事、社会経済
史学会理事、平成12（2000）年5月、中国経営管理学会常任理事、平成14（2002）
年8月、経営史学会学会活性化委員会委員長、平成15（2003）年4月、公立大学協
会入試専門委員、財団法人大学基準協会相互評価委員などを歴任され、大きな役
割を果たしておられます。
教授は、日本学術振興会科学研究費助成事業の支援を度々受けられ、自動車産業・
鉄鋼産業の日本・米国・中国の研究をなさり、経営史研究の視点から最新の国際
ビジネスの動向を、そして中部地方の地場産業の特質と未来像を新しい視点から、
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「国際経営戦略論」という形の新しい領域を開拓されました。ケーススタディによ
る「ビジネスの歴史」（経営史）を専門領域とされる教授は、多くの業績（60を越
す著書・論文、25回におよぶ学会報告など）を著しておられ、本学大学院、学部
において講義や演習を通じ、学生指導、人間教育にあたられています。教授は、ハー
バード大学留学時代に師事されたアルフレッド・D・チャンドラー教授からの教え、
「チャンドラー・モデル」を、学問に対峙される際の大切な「認識ツール」とされ
ています。
塩見治人教授に対し、長年にわたる研究・教育上の業績および名古屋外国語大学、
現代国際学部の管理運営の功績により、平成26（2014）年4月1日付けで名誉教授
の称号が授与されますが、現代国際学部を代表して、今後とも、教授がご健康で、
ますますご活躍されることを心よりお祈りして、献辞とさせていただきます。
平成26年3月1日
現代国際学部長
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